
 

 

2025年 5月で岡山赤十字病院緩和ケア病棟は開設11周年となります。 

がん患者さんの苦痛緩和を担う専門施設として運営してまいりましたが、コロナ

禍での面会制限なども影響して、在宅療養を選択される患者さんやご家族も増え

ており、クリニックの先生方のご負担も増えておられるように思われます。 

当院では、緩和ケア病棟入院希望者を対象とした入棟面談を下記のごとく行って

まいりましたが、入棟の意向がハッキリしていない方々のお話もうかがわせてい

ただくことで、療養方針の決定につながったケースも数多く経験しております。 

ACPの必要性が声高に叫ばれる中、なかなか上手く話が進まない、話し合いのた

めの十分な時間が取れない、といった場合にもご利用いただけるのではないかと

考えております。 

最終末期の看取りのみならず、高度な苦痛症状コントロール目的の短期入院や、

ご家族の介護疲れ解消を目的としたレスパイト入院にも対応しておりますので、

お気軽にご相談下さいませ。 

 

 

 

【緩和ケア病棟入棟面談】 
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